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志賀原子力発電所２号機 タービン羽根のひびに係る国への要望について

７月２５日、北陸電力㈱より、志賀原子力発電所２号機のタービンにおいて、多

数の羽根にひびが確認されたことが公表されました。

県では本件に関して、本日、原子力安全・保安院に対し、別紙のとおり要望書を

提出しました。
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志賀原子力発電所２号機のタービン羽根のひびについて

志賀原子力発電所２号機において、去る７月１８日、タービン羽根のひ

びが確認され、その数は、７月２４日現在において、１４６枚となった旨、

北陸電力㈱から報告を受けております。

貴院におかれては、先の浜岡原子力発電所５号機のタービン損傷に鑑み、

志賀２号機に対して点検指示を行うなどの対応をとられておりますが、両

発電所の同一部位に生じた事象であることから、重大な問題と受け止めて

おります。

いうまでもなく、原子力発電所は安全確保を基本とするものであり、国

等において関係法令に基づき適切な措置を講ずることが求められる施設で

あります。

貴院におかれては、徹底した原因究明を行い、万全の再発防止策を構築

されるよう要請いたします。
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